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之さん（下市毛）笠間焼総合部門伝統工芸士

市内には、それぞれの分野で匠（職人）といわれる方がいます。このコーナーでは、
技を極めその技を次代に継承していくため日々精進している方を紹介します。

　平成4年に笠間焼が国の伝統的工芸品に指定されました。伝統工
芸士は、その伝統的工芸品の貴重な担い手として、産地固有の技術・
技法の研鑽に努め、その技を次代へ継承していくための中心的な人
材です。
　現在、武内さんは笠間焼伝統工芸士会の会長として、自ら技術・
技法の向上に努めるとともに、後継者の指導・育成に力を注いでおり、
「正確な技術や技法を身につけることが産地としての信頼性や窯業
地としての地位を高めることになる。」と話していました。
　ロクロ成形、絵付けを得意とする武内さんは、生活食器や花瓶類
を中心に作品を制作しています。絵付け作業をする武内さん
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菊花文花器
　本焼き焼成後、上絵

付けにて菊花模様を手

書きで配置する。赤で絵

付けしたら一度800度で
焼成し、その上に黄色を

載せもう一度焼成し、最

後に金で絵付けし３度目

の焼成で完成。

茜彩花器
　上部に広がりをもつ花

器。マスキングをして赤

色で彩色。一度焼成して

から緑、黄色の絵の具を

使いフリーハンドで彩色

し、２度目の焼成で完成。

生地は白土を使用してい

る。
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